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昔
は
切
符
に
、「
安
全
に
つ
い
て
は
保
障
を
し
ま

せ
ん
」
と
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
内

心
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
。
し
か
も
、
高
所
恐
怖
症
な

の
だ
。
こ
ん
な
か
わ
い
ら
し
く
て
、
小
さ
な
電
車
で

（
大
き
さ
は
通
常
の
電
車
の
半
分
く
ら
い
し
か
な
い
）、
日
本
一
深

い
Ｖ
字
峡
谷
を
通
っ
て
行
く
の
か
し
ら
…
…
と
、
そ

ん
な
心
配
は
、
発
車
か
ら
わ
ず
か
数
分
で
、
絶
景

の
車
窓
に
か
き
消
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

宇
奈
月
か
ら
欅け
や
き
だ
い
ら平
ま
で
の
約
20
㎞
、
41
の
ト

ン
ネ
ル
と
22
本
の
橋
を
渡
る
約
１
時
間
20
分
の
旅
。

そ
の
間
、
線
路
を
進
む
に
つ
れ
山
は
よ
り
険
し
く
、

眼
下
を
う
ね
り
な
が
ら
流
れ
る
黒
部
川
は
よ
り
碧あ
お

く
、
空
気
は
よ
り
澄
ん
で
冷
た
く
な
っ
て
い
く
。
下

を
の
ぞ
き
込
む
と
黒
部
川
の
急
流
に
吸
い
込
ま
れ

て
し
ま
い
そ
う
で
、
ま
さ
に
秘
境
と
い
う
言
葉
が

ピ
ッ
タ
リ
く
る
。
一
方
で
、
そ
の
途
上
で
通
り
抜

け
た
新
柳
河
原
発
電
所
、
出
し
平
ダ
ム
、
黒
部
川

第
二
発
電
所
、
黒
部
川
第
三
発
電
所
の
存
在
を
思

う
と
き
、
こ
の
列
車
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
電
源
開
発

の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
実
感
す
る
。

　
「
ト
ロ
ッ
コ
電
車
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
黒
部

峡
谷
鉄
道
は
、
黒
部
峡
谷
の
電
源
開
発
の
工
事
用

3

写真◎伊奈英次



27

の
資
材
を
運
ぶ
目
的
で
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
に

宇
奈
月
〜
猫
又
間
が
、
'30
（
昭
和
５
）
年
に
は
小
屋

平
ま
で
、
さ
ら
に
'31
年
に
は
小
黒
部
ま
で
、
そ
し

て
'37
（
昭
和
12
）
年
に
は
欅
平
ま
で
の
全
線
が
開
通

し
た
。
絶
壁
に
つ
け
ら
れ
た
わ
ず
か
な
歩
道
し
か

な
い
黒
部
峡
谷
に
あ
っ
て
、
前
述
の
発
電
所
は
、
ト

ロ
ッ
コ
電
車
な
く
し
て
は
決
し
て
つ
く
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

地
方
鉄
道
法
に
よ
る
営
業
の
免
許
を
受
け
、
一

般
客
を
乗
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
'53
（
昭
和
28
）
年

か
ら
。
発
電
施
設
保
守
員
の
輸
送
を
担
う
ほ
か
、

現
在
で
は
、
年
間
50
万
人
が
訪
れ
る
観
光
列
車
と

な
っ
た
。
当
然
、
冒
頭
の
「
安
全
の
保
障
」
の
文

言
は
切
符
か
ら
消
え
、
現
在
で
は
、
安
全
が
最
優

先
さ
れ
て
い
る
。

　

冬
、
黒
部
峡
谷
は
深
い
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
た
め

12
月
か
ら
４
月
下
旬
ま
で
運
転
は
休
止
さ
れ
る
が
、

休
止
前
に
は
、
信
号
機
や
鉄
柱
、
架
線
な
ど
を
取

り
外
し
、
雪
崩
な
ど
の
雪
害
に
備
え
る
。
ま
た
、

休
止
期
間
中
に
宇
奈
月
の
ド
ッ
ク
で
車
体
の
総
点

検
を
行
う
と
い
い
、
保
守
・
修
繕
は
す
べ
て
社
内

直
営
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
A
T
S
（
自
動
列
車
停
止

装
置
）
や
列
車
無
線
装
置
も
全
国
に
先
駆
け
て
い
ち

早
く
導
入
し
た
ら
し
く
、
先
の
心
配
は
無
用
だ
っ

た
と
改
め
て
知
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
新
旧
い
く
つ
か
の
型
式
が
あ
る
が
、

客
車
を
引
く
機
関
車
の
ほ
と
ん
ど
が
日
立
製
だ
。

そ
の
愛
く
る
し
い
機
関
車
は
、
'75
（
昭
和
50
）
年
に

鉄
道
友
の
会
が
贈
る
「
ロ
ー
レ
ル
賞
」
を
受
賞
。

今
も
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

宇奈月駅から近い「新山彦橋」を渡るトロッコ電車。
鉄道ファンの撮影ポイントとしても名高い。

著名な建築家、山口文象がデザインした黒部川第二発電所。

峻険な谷に架かる「後曳橋」。眼下に黒部川を眺めながら行く鉄道の旅。

クリクリ目玉がかわいい機関車。客車には窓がなく開放感が
ある普通客車のほか、窓付きの特別客車などいくつかのタイ
プがある。

終点の欅平は雪景色だった。中央に見えるのは黒部川第三発
電所。

「ねずみ返しの岩壁」。猫に追われたねずみが岩壁を登れず引
き返したことから、その名がついたとか。




